
け
ら
れ
な
か
っ
た
平
成
７
年
６
月

１
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
は
、
日
本
脳
炎
１
期
を
３

回
、
２
期
を
１
回
、
合
計
４
回
の

接
種
が
完
了
し
て
い
る
か
、
母
子

健
康
手
帳
の
予
防
接
種
の
記
録
欄

に
て
確
認
く
だ
さ
い
。

　

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、
現
在
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種

を
通
年
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。　
　

　

通
常
の
接
種
方
法
は
、
日
本
脳

炎
1
期
の
3
回
は
生
後
6
か
月
か

ら
7
歳
6
か
月
未
満
で
、
2
期
の

1
回
は
9
歳
以
上
13
歳
未
満
で
接

種
で
す
が
、
標
記
生
年
月
日
の
人

に
限
り
、
特
例
的
に
以
下
の
よ
う

な
接
種
方
法
で
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

接
種
希
望
者
は
、
医
療
機
関
に

事
前
に
予
約
を
し
て
受
診
く
だ
さ

い
。

■
接
種
方
法

　

標
記
生
年
月
日
の
方
で
、
日
本

脳
炎
４
回
の
接
種
が
完
了
し
て
い

な
い
人
は
、
20
歳
に
な
る
前
日
ま

で
、
定
期
接
種
と
し
て
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。

①
（
接
種
日
現
在
）
９
歳
未
満
の
方

　

１
期
を
接
種
で
き
ま
す
。

②
（
接
種
日
現
在
）
９
歳
以
上
の
方

　

１
期
お
よ
び
２
期
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
接
種
間
隔
、
接
種
回
数
は
、
実

　

施
医
療
機
関
ま
た
は
担
当
課
ま

　

で
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
診
に
必
要
な
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証

※
予
診
票
は
、
医
療
機
関
に
あ
り

　

ま
す
。

■
受
診
上
の
注
意

・
体
調
の
良
い
時
に
接
種
を
受
け

　

て
く
だ
さ
い
。

・
接
種
し
た
当
日
は
、
激
し
い
運

　

動
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
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‐
０
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２０１2年　５月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

※お知らせの内容はホームページでもご覧になれます。
http://www.city.kobayashi.lg.jp

２０１2年　５月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
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〜
平
成
7
年
6
月
1
日
〜
平
成
19

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
へ
〜

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重

い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
脳
炎

予
防
接
種
の
積
極
的
な
勧
奨
を
受

▼▼
保　

健

日
本
脳
炎
予
防
接
種

に
つ
い
て

確認くだ
さい

医療機関名 電話番号 日本脳炎

乳幼児 小中高生

小　

林　

市

池田病院 ２３- ３５３５ ○ ○

大森内科胃腸科 ２３- ６１０１ ○ ○

沖内科・小児科医院 ２２- ４０４３ ○ ○

押川病院  ４４- １００５ ○ ○

桑原記念病院 ２２- ４１３８ ○

小林市立須木診療所 ４８- ２０２５ ○

小林泌尿器科クリニック ２５- ０５０５ ○

小林保養院 ２２- ２８３６ ○

近藤内科クリニック ２２- ４３６７ ○ ○

すわクリニック ２２- ６４８９ ○ ○

せの内科クリニック ２３- ５６５３ ○

園田病院 ２２- ２２２１ ○

髙﨑皮膚科医院 ２２- ８５２１ ○ ○

西小林診療所 ２７- １０３４ ○ ○

野尻中央病院 ４４- １１４１ ○ ○

花田耳鼻咽喉科 ２４- ５１００ ○

ひろた内科クリニック ２５- ０５５０ ○ ○

二口子供医院 ２２- ５８８５ ○ ○

堀胃腸科外科医院 ２３- ３９８８ ○

前田内科医院 ２２- ５８０２ ○

宮崎医院 ２２- ２８４１ ○

山田内科・循環器科 ２５- ００８８ ○

え
び
の
市

いしざわ循環器内科 ３３- １４３８ ○

えびの眼科こだま小児科医院 ３５- ３００３ ○ ○

えびの市立病院 ３３- １０２３ ○

えびのセントロクリニック ３３- ５７７７ ○

えびの第一クリニック ３３- ０１４８ ○ ○

前田医院 ３５- １１５１ ○ ○

高
原
町

川井田医院 ４２- ２０００ ○ ○

国民健康保険高原病院 ４２- １０２２ ○

個別予防接種実施医療機関平成
24年度

犬のしつけ方教室

　　小林保健所では個別のしつけ方教室を行っています。
飼い犬でお悩みの方はご相談ください。
　◆日程　平日（月曜～金曜）　
　◆場所　小林保健所
　●問　小林保健所　衛生環境課　　　℡23‐3118

▼▼
生　

活

家
庭
で
の
ご
み
焼
き

は
や
め
て
く
だ
さ
い

環境

ね
こ
は
屋
内
で

　
　

飼
い
ま
し
ょ
う

ペット

空
き
地
は
責
任
を

持
っ
て
管
理
（
草
刈
な
ど
）
を

環境

浄
化
槽
に
つ
い
て

環境

鯉のぼりは電線に触れないように

　鯉のぼりを揚げるときは、下記のことに注意し
てください。
◆電線から十分に離れた安全な場所で
◆鯉のぼりが電線に掛かった場合は、危険ですの
　で自分で取らずに、すぐに九州電力まで連絡く
　ださい。
●問…九州電力㈱都城営業所
　　　℡０１２０－９８６－７０５（コールセンター）

　

ご
み
焼
き
は
、
黒
煙
や
悪
臭
が

発
生
し
、
近
隣
で
生
活
し
て
い
る

人
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

ま
た
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼

却
、
ド
ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク

積
み
焼
却
な
ど
の
「
ご
み
焼
き
」

は
、
有
害
物
質
の
発
生
を
押
さ
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
焼
き
は
や
め

て
、
分
別･

減
量
化
に
努
め
、
指

定
さ
れ
て
い
る
ご
み
集
積
場
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

■
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却

◆
地
域
の
風
俗
習
慣
ま
た
は
宗
教

　

上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要

　

な
焼
却

◆
農
作
業
、
森
林
管
理
な
ど
で
行

　

わ
れ
る
収
穫
後
の
つ
る
や
刈
り

　

草
な
ど
の
焼
却 

※
例
外
焼
却
の
場
合
で
も
、
周
辺

　

で
生
活
す
る
人
の
立
場
に
立
ち
、

　

周
辺
環
境
へ
の
配
慮
を
十
分
行
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

●
問

・
生
活
環
境
課
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ね
こ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
多

く
は
、
屋
外
で
自
由
に
行
動
さ
せ

る
こ
と
が
原
因
で
す
。
適
切
で
な

い
飼
養
を
行
う
と
、
地
域
の
多
く

の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
環
境
省
で
は
、
ね
こ
の

屋
内
飼
養
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
は
、
た
だ
か
わ
い
が
る

だ
け
で
な
く
、
ね
こ
の
本
能
や
習

性
を
よ
く
理
解
し
、
周
り
の
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
家
族
の

一
員
と
し
て
終
生
飼
養
す
る
と
い

う
責
任
感
と
、
命
を
預
か
る
と
い

う
自
覚
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
問
・
生
活
環
境
課

　

℡
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‐
８
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２
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空
き
地
は
、
そ
の
所
有
者
が
管

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
管

理
を
怠
る
と
雑
草
の
繁
茂
や
樹
木

が
自
生
す
る
な
ど
近
隣
の
住
民
に

不
快
感
を
与
え
、
病
害
虫
が
発
生

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
の
不
法
投
棄
、
火
災
誘
発
場

所
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

空
き
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

○
雑
草
は
5
月
に
入
る
と
成
長
が

　

始
ま
り
、
梅
雨
の
時
期
に
そ
の

　

勢
い
が
加
速
し
、
10
月
頃
ま
で

　

成
長
を
続
け
ま
す
。
こ
の
た
め

　

年
1
回
の
除
草
で
は
十
分
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。
雑
草
の
種
類
や

　

成
長
に
応
じ
て
、
年
2
回
以
上

　

の
除
草
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
空
き
地
と
離
れ
て
住
ん
で
い
る

　

な
ど
、
自
身
で
除
草
が
で
き
な

　

い
場
合
は
、
専
門
の
業
者
な
ど

　

に
除
草
を
委
託
く
だ
さ
い
。

○
草
陰
に
ご
み
が
投
棄
さ
れ
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
放
置

　

す
る
と
、
次
々
に
ご
み
が
投
棄

　

さ
れ
大
量
の
ご
み
が
集
積
し
て

　

い
き
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
た

　

ご
み
は
、
そ
の
所
有
者
が
管
理

　

責
任
と
し
て
処
分
し
な
け
れ
ば

　

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
空

き
地
の
定
期
的
な
見
回
り
、
不
法

投
棄
防
止
柵
の
設
置
な
ど
適
正
な

管
理
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問

・
生
活
環
境
課 
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浄
化
槽
と
は

　

浄
化
槽
に
は
、
し
尿
と
炊
事
、

洗
た
く
、
入
浴
な
ど
に
よ
る
生
活

雑
排
水
を
同
時
に
処
理
す
る
能
力

を
持
つ
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
と
、

し
尿
の
み
を
処
理
す
る
「
単
独
処

理
浄
化
槽
」
が
あ
り
ま
す
。
単
独

処
理
浄
化
槽
の
新
規
設
置
は
違
法

で
す
。既
に
設
置
し
て
い
る
方
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
努

め
る
よ
う
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
浄
化
槽
法
第
３
条
の
２
第
１
項
） 

　

単
独
処
理
浄
化
槽
お
よ
び
汲
取

ト
イ
レ
を
利
用
す
る
家
庭
は
、
生

活
雑
排
水
を
未
処
理
の
ま
ま
垂
れ

流
し
て
い
る
状
態
な
の
で
、
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

補
助
金
制
度

　

河
川
の
水
質
汚
濁
防
止
を
図

り
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
下
水
道
な
ど
が

整
備
さ
れ
な
い
地
域
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

3
つ
の
管
理
義
務

　

浄
化
槽
は
、
細
菌
、
原
生
動
物

な
ど
の
働
き
で
汚
水
を
き
れ
い
に

し
て
放
流
す
る
設
備
で
す
。
微
生

物
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
保
つ

よ
う
に
維
持
管
理
を
適
切
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
保
守
点
検
（
浄
化
槽
が
正
常
に

　

機
能
し
て
い
る
か
、
故
障
が
な

　

い
か
、
早
期
発
見
予
防
を
行
い

　

ま
す
）

◆
清
掃
（
底
に
溜
ま
っ
て
い
る
汚

　

泥
や
浮
い
て
い
る
ご
み
を
取
り

　

除
き
ま
す
）

◎
市
許
可
業
者

　
（
株
）
小
林
衛
生
公
社

　

℡
23
‐
２
４
２
９

◆
法
定
検
査
（
維
持
管
理
が
適
正

　

に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
放
流
水

　

の
水
質
等
を
検
査
し
ま
す
）

◎
県
知
事
指
定
検
査
機
関

　
（
財
）
宮
崎
県
環
境
科
学
協
会

　

℡
０
９
８
５
‐
51
‐
２
０
７
７

●
問

・
生
活
環
境
課
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